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【報告事項】 

①  2017年度上期の活動 
 

ア．第11回 友和会総会の開催 

 

2017年5月13日(土) 於)ＭＹプラザホール 

  出席会員は 324 名で、会社からは鈴木会長、根岸社長、井福副社長、住吉執行役員

人事部長の４名に来賓としてご出席いただきました。 

冒頭に 2016 年度に亡くなられた物故会員のご冥福をお祈りし、黙祷を捧げました。

続いて、本年より長寿会員のお祝年齢を数え年から満年齢に変更したことを説明いた

しました。 

  その後、総会審議事項の審議に入り、以下の事項をいずれも全会一致で承認ならび

に決定いたしました。審議事項の議題は次のとおりです。 

 

 

 【報告事項】 

① 2016 年度友和会活動結果報告 

② 2016 年度友和会会計決算報告（会計監査報告） 

  

 

 【決定事項】 

① 2017 年度友和会活動について（案） 

② 2017 年度友和会予算（案） 

③ 友和会役員選任の件 

 

 

   審議が終了後、来賓としてご出席いただいた根岸社長に「会社の現況について」ご

挨拶いただきました。 

    

 

 

 

 

 

 

 

イ．友和会幹事会の開催 

 

・2017年4月19日(水)  於）明治生命館3階61会議室 

   前回幹事会（2016.10.19）以降の活動報告を行うとともに、第 11 回友和会総会に先

立ち当総会付議事項を決議しました。また、友和会創設 10 周年への対応について検討

を深化させることとしました。 
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ウ．2017年度 会員懇親会の開催 

 

   2017 年度の会員懇親会は前年度と同様に、明和会分会、社友会分会のそれぞれ分会

ごとに開催することとし、両分会とも盛会裏に開催されました。 

   なお、2017 年度は総会終了後に明和会分会の会員懇親会を開催いたしました。 

 

 

・明和会分会懇親会 2017 年 5 月 13 日(土) 於)本社 22 階職員食堂…307 名参加 

・社友会分会懇親会 2017 年 5 月 27 日(土) 於)本社 22 階職員食堂…322 名参加 

 

 

 

 

 

 

 

エ．2017 年度 その他の活動 

 

・企画委員会 

第１回 6 月 14 日(水) 於)丸の内サロン 

2017 年度の総会ならびに会員懇親会の開催状況について振り返り、ご支援いた

だいた方々のご意見などをもとに、改善すべき事項やより円滑な運営を行うための

意見交換を行いました。併せて、「友和」誌 11 号について、編集委員で対応を進め

ることとしました。 

    また、今後の友和会スケジュール(企画委員会・幹事会等)について検討しました。 

 

 

 

第２回 9 月 29 日(水) 於) 新宿サロン会議室 

 2018 年度の総会、会員懇親会の開催日程ならびに運営方法等についての意見交

換を行いました。 

また、10 月 25 日（水）開催の友和会幹事会内容について検討いたしました。 

2018 年 1 月発行予定の「友和」誌 11 号準備、ホームページの改訂について確認し

ました。友和会入会事務システムの統一については、今後とも引き続き検討を進め

るとの結論になり、その旨次回の幹事会に報告することとしました。 

 

 

 

・Ｊリーグバッチ配付 

 会社からの要請に応えて、Ｊリーグバッチを希望者に配布する旨の告知を各分会

のホームページ等に掲載しました。全国各地から照会、応募が来ています。 
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②  2017 年度中間収支報告 
（単位：円・％） 

科  目 年 度 予 算 上 期 実 績 対予算比 

１．収入の部       

 前年度繰越金 １９,９２５,４０５ １９,９２５,４０５ － 

 通常会費 １９,８００,０００ ７,１７６,０００ ３６.２ 

 臨時会費 １,７２０,０００ １,５８９,０００ ９２.４ 

 寄付金 １３,４４３,８００ １３,４４３,８００ １００.０ 

 雑収入 １,２１２,０００ ９６１,８８０ ７９.４ 

収入合計 ５６,１０１,２０５ ４３,０９６,０８５ ７６.８ 

２．支出の部    

 親睦会費 ４,３８０,０００ ４,０４８,１２５ ９２.４ 

 地方支部交付金 ７,２７２,０００ ６,８７９,０８８ ９４.６ 

 会誌発行費 ６,９９０,０００ ６,８９１,９７２ ９８.６ 

 慶弔関係費 ２,７３０,０００ １,２８５,７７２ ４７.１ 

 友和会運営費 ３,２８０,０００ ２２３,８３５ ６.８ 

 事務局運営費 ９,６６４,１００ ４,５２０,２８２ ４６.８ 

 予備費 １,５５０,０００ １２１,９２４ ７.９ 

支出合計 ３５,８６６,１００ ２３,９７０,９９８ ６６.８ 

 次期繰越金 ２０,２３５,１０５ １９,１２５,０８７ ９４.５ 

 

 

 

会計幹事：会計監査報告 
 

友和会会計監事である碓井秀夫と福田昌晏の２名は、2017 年度友和会会計（中間収支）に

ついて、帳簿ならびに証憑の突き合わせ等による実査を行ったところ、適正に処理されて

いることを認める。 

 

2017 年 10 月 25 日 

友和会会計監事 碓井秀夫 

友和会会計監事 福田昌晏 
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【決定事項】 

 

①  2018年度の主要行事日程について（案） 
 

・第 12 回友和会総会 

 

  2018 年 5 月 12 日(土) 11:30～ 於)ＭＹプラザホール 

 

 

・2018 年度会員懇親会 

 

 社友会分会懇親会 2018 年 5 月 12 日(土) 12:30～ 於)本社 22 階職員食堂 

 （立食パーティー方式）                  （友和会総会に引続き開催） 

 明和会分会懇親会 2018 年 5 月 26 日(土) 12:00～ 於)本社 22 階職員食堂 

   （着席弁当方式）                

 

 

・2018 年度第１回幹事会  

 

  2018 年 4 月に開催予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



友和会 入会事務比較 
                                                              2017.10.25 幹事会資料 

 明和会分会 社友会分会 

入会申込時 ①入会申込書（営業職員はなし） 

②口座振替依頼書 

①入会申込書 

②口座振替依頼書 

会費徴収 

（口座振替） 

明治安田システム・テクノロジー（MBS）で*口座管理および集金を代行 

                  *初回登録時に手数料 210円 

【振 替 日】11月 27日         

  ※初年度会費は 4～9 月入会は口座振替、10 月以降は徴収しない

【振替手数料】162円（口座管理型）                   

OB会システム（社友会）で口座管理し、日本共同システム（NKS）が 

集金を代行 

【振 替 日】6月 22日   

※初年度会費は原則振込 

【振替手数料】90円 

口座振替作業 

 

 

振替結果 

①口座振替データを出力（プリント）してMBSに送付（人事部） 

②MBSから金融機関に振替依頼 

 

＜11月 27日振替＞ 

③MBSから振替結果を明和会に連絡ならびに振替資金送金 

④振替不能会員に連絡、送金を依頼 

①口座振替データを出力して*社友会に送信（人事部） 

②社友会からNKSに振替データ送信（インターネット経由）、NKSか

ら金融機関に振替依頼 

＜6月 22日振替＞ 

③社友会で振替結果データをダウンロードならびにNKSから振替資金送金 

④振替不能会員に連絡、送金依頼 

*マイリンク PCから NKSにデータ送信できないため 

入会事務統一の

課題 

・明和会方式（MBS）、社友会方式（NKS）どちらの方式に寄せることもシステム的には可能（テスト済） 

※初年度会費の徴収方法、振替手数料・口座登録手数料等の相違については課題 

【システムの課題】 

①請求データ・振替結果を振り分けるために「明和会」「社友会」の識別区分が必要だが、現システムでは出力不可。 

②MBSに寄せれば社友会に入会した会員の通帳印字は「メイワカイ」となり、NKSに寄せれば明和会に入会した会員の通帳印字が「シヤユウ

カイ」となるため混乱を招く可能性がある。 

【事務の課題】 

・どちらかの方式に寄せた場合、相手分会の振替結果を抽出して連絡、入金された会費のうち相手分会の年会費を送金する等、新しい事務が 

発生する。 

【結論（案）】 

・友和会としての一体感の醸成にはある程度効果があるかもしれないが、現状のまま会費徴収事務のみ統一するのは大きな課題がある。 

将来的に「友和会」（地方支部を含めた友和会や分会組織・運営）がどうあるべきか、会費徴収をどうするか（集金代行会社の選定・契約）、 

それらを踏まえたシステムの改訂等々、多岐にわたる検討をしたうえでの対応が必要と思われる。 


